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2021/12/31 2022/10/31 2022/11/4
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 28,791.71 27,587.46 27,199.74 30,795.78 2021/9/14 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 36,338.30 32,732.95 32,403.22 36,952.65 2022/1/5 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 115.08 148.71 146.62 151.95 2022/10/21 101.19 2020/3/9

　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、米金融引き締めに対する警戒感は残るものの、国内企業の堅調な決算などから緩やかに上昇するとみています。

先週末（11月4日）までに発表された国内企業の中間決算は、増収増益企業の割合が過半数を上回るなど概ね堅調な内容となって

います。先行き景気の不透明感などから企業の通期見通しは依然慎重ながら、堅調な業績を発表した銘柄中心に買いが集まることが

想定され、指数を押し上げることが期待されます。一方、先週のFOMCはややタカ派的で、米金融引き締めに対する警戒感が残る

結果となりました。今週は、10日に発表される米CPIが注目されますが、インフレの高止まりを示唆する内容となり株価を下押し

する可能性は残るものの、前月からの伸びが鈍化すれば一定の買い安心感に繋がるとみています。なお、8日に米国中間選挙が実施

されますが、上院は混戦・下院は共和党優位の状況と報じられています。予想通りとなれば短期的には市場への影響は限定的とみて

いますが、中・長期的には債務上限問題などが不安材料になるとみます。一方、予想に反して民主党が上下院で過半数を獲得する場

合には、株式市場にマイナスの影響となる大企業に不利な政策が実現する可能性が意識されやすいことから注意が必要とみます。そ

の他の注目材料として、日本では9日の景気ウォッチャー調査、米国では11日のミシガン大学消費者信頼感指数、欧州では8日の

ユーロ圏小売売上高、ドイツでは7日の鉱工業生産、中国では7日の貿易収支、9日のCPIなどが挙げられます。
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～ 米金融引き締めに対する警戒感は残るものの、国内企業の堅調な決算などから緩

やかに上昇 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。

24,000

26,000

28,000

30,000

32,000

21/11 22/2 22/5 22/8 22/11

円

28,000

30,000

32,000

34,000

36,000

38,000

21/11 22/2 22/5 22/8 22/11

ﾄﾞﾙ

＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年
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週刊日本株レポート （11/7～11/11）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：https://www.alamco.co.jp

先週の日本株市場は、日経平均が+94.54円（+0.35%）、TOPIXが+16.35ポイント（+0.86%）となり、米アップルをはじめと

する内外企業の好決算を受けて上昇しました。業種別でみると、卸売業、鉱業、空運業などの19業種が上昇した一方、金属製品、

精密機器、ガラス・土石製品などの14業種が下落しました。

週初31日は、先々週末の米国株市場が米アップルなどの好決算を受けて急上昇した流れを引き継ぎ、大幅上昇して始まりました。

その後も週央2日にかけては、FOMC（米連邦公開市場委員会）の結果発表を控えた様子見姿勢が上値の抑制材料に働いたものの、

好決算銘柄を中心に買われて続伸しました。週末4日は、FOMC後の記者会見でパウエルFRB（米連邦準備理事会）議長が利上げ

の一時停止を検討するのは「非常に時期尚早」などと述べたことや、米雇用関連指標で労働市場の堅調が示されたことなどを受け

て米金融引き締め長期化への警戒感が再燃したことから反落して引けました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 米アップルをはじめとする内外企業の好決算を受けて上昇 ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 米金融引き締めに対する警戒感は残るものの、国内企業の堅調な決算などから緩や

かに上昇 ～

日程 曜日 国・地域 項目 期間 前回
中国 貿易収支 10月 847.4億ドル
ドイツ 鉱工業生産（前月比） 9月 ▲0.8%
日本 景気一致指数 9月 101.8
日本 景気先行CI指数 9月 101.3
欧州 ユーロ圏小売売上高（前月比） 9月 ▲0.3%
米国 中間選挙

景気ウォッチャー調査現状 10月 48.4
景気ウォッチャー調査先行き 10月 49.2

中国 CPI（消費者物価指数）（前年比） 10月 +2.8%
11月10日 Thu 米国 CPI（除食品・エネルギー/前年比） 10月 +6.6%
11月11日 Fri 米国 ミシガン大学消費者信頼感指数 11月 59.9

国内 決算発表　：

海外 決算発表　：

日本

11/7 ﾘﾌﾄ 11/8 ｳｫﾙﾄ･ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ､ﾊﾞｲｴﾙ､ﾎﾟﾙｼｪ 11/9 ﾘﾋﾞｱﾝ･ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ、ｺﾒﾙﾂ銀 11/10 ｳｨｰﾜｰｸ、ｸﾚﾃﾞｨ･ｱｸﾞﾘｺﾙ、ｱｽﾄﾗｾﾞﾈ
ｶ、ｱﾘｱﾝﾂ、鴻海精密工業

11/7 島津製､ｵﾘｯｸｽ､味の素､ﾔﾏﾊ発､ｽｸｴﾆH､ｴｰｻﾞｲ､ﾕﾆﾁｬﾑ､ﾔﾏﾄHD､NTTﾃﾞｰﾀ 11/8 三菱商､明治HD､NTT､ﾀﾞｲｷﾝ工､
INPEX､ﾊﾟﾝﾊﾟｼI､ｽｽﾞｷ､住友鉱､東ﾚ､三菱ｹﾐｶﾙ､ﾀﾞｲﾌｸ､出光興産､任天堂 11/9 ｷﾘﾝHD､三井不､いすゞ自､ﾈｸｿﾝ､ﾎﾝﾀﾞ､日産､
旭化成､ｼｽﾒｸｽ､凸版印刷､ｸﾎﾞﾀ 11/10 大和ﾊｳｽ､ﾌﾞﾘﾁﾞｽﾄﾝ､三菱地所､ﾄﾚﾝﾄﾞ､ﾊﾞﾝﾅﾑH､東ｴﾚｸ､ｱｻﾋGH､資生堂､日清食品H､
ｴﾈｵｽ､ｾｺﾑ､ﾃﾙﾓ､富士ﾌｲﾙﾑ､三菱HCC 11/11日産化､日本郵政､住友不動産､ｺｰｾｰ､ｻﾝﾄﾘ食､ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸG､大日本印刷､楽天
G､浜松ﾎﾄ､かんぽ生命､ﾔｸﾙﾄ､りそなHD､大成建設､ゆうちょ銀､近鉄GHD､三井住友TH､ｵﾘﾝﾊﾟｽ､東芝

決算発表予定　他
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